
２００２・１０・２０ まちの話題　チケットインフォメーション　�

●電話予約 芸術文化センター
ò47―5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※発売日初日は電話での予約のみ

で窓口販売は行いません
●販売時間 10:00～19:00
●休館日 月曜日
●プレイガイド
チケットぴあ　ò03―5237―9999

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、より良い席
が入手可能です。また、発売日前に

情報誌が届きますので、公演情報を
漏れなく知ることができます（年会
費2,000円）。くわしくは芸術文化セ
ンターò47―5122へ。

12月１日À15:00開演
全席指定／
会員　Ｓ＝3,150 Ａ＝2,250
一般　Ｓ＝3,500 Ａ＝2,500
学生＝1,800
曲目／J.S.バッ
ハ＝ブゾーニ：
シャコンヌ、ベ
ートーヴェン：
ピアノ・ソナタ
第30番ホ長調、
ブラームス：３
つの間奏曲
若手ピアニス

トの中でトップ

の存在であるエレーヌ・グリモー。
９歳からピアノを始め15歳で既に最
初のディスクを発表。しかし数ある
ピアノ・コンクールには一つも参加
せずにいまや世界の桧舞台で注目を
集める彼女は、音楽の世界では特別
な存在といえます。野性味と穏やか
さを同時に備えた個性を持つ彼女
は、天性の卓越した技巧と情熱的な
演奏で聞き手を魅了するピアニスト
です。不思議な磁力を感じさせるエ
レーヌ・グリモーの音楽の世界をご
体験ください。

12月７日—18:30開演
全席指定／
会員＝3,600 一般＝4,000
学生＝2,000
出演／沼尻竜典（指揮）、大倉由紀
枝（ソプラノ）、栗林朋子（アルト）、
藤川泰彰（テノール）、木村俊光
（バリトン）、トウキョウ・モーツァ
ルトプレーヤーズ（管弦楽）
ＴＭＰ第九合唱団
今年も、沼尻竜典＆トウキョウ・

モーツァルトプレーヤーズの年末は
ベートーヴェンの第九で締めくくり
ます。ソリストには実力派歌手を、ま
た今回は合唱団も二期会の会員を中
心としたプロの歌手を集めて特別に
編成します。また、午後６時30分か
らみたかジュニア・オーケストラに
よるプレ・コンサートがあります。

12月８日À15:00開演
チケット発売日／
友の会＝10月30日Œ
一　般＝11月７日œ
全席指定／
会員＝3,600 一般＝4,000
演目・出演／小舞：野村万作
狂言「縄綯（なわない）」：茂山千作、
茂山七五三、茂山正邦
狂言「悪太郎」：野村万作、野村万之
介、野村萬斎
解説／羽田昶（はたひさし）
z野村万作・萬斎{親子と、関西

の人間国宝z茂山千作{による、大
人気の狂言公演です。茂山千作の芸

が冴えわたり、大笑いの「縄綯」。
万作、萬斎親子のかけあいが見応え
の「悪太郎」。狂言の楽しさを堪能
していただきたいと思います。売り
切れ必至のためお申し込みはお早め
に…。

１月25日—14:00開演
チケット発売日／
友の会＝10月31日œ
一　般＝11月８日–
全席指定／
会員＝2,700 一般＝3,000
あの春風亭小朝の独演会が、今年

も新春の初笑い寄席として三鷹市公
会堂にやって
きます。古典
落語から新作
落語まで、ど
んな噺でも大
笑いできる小
朝師匠の芸を
心ゆくまで楽
しんでいただ
けます。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122

http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

★印の公演は託児サービスがあり
ます。１回500円、対象:１歳半～
未就学児、定員10人、要予約。

芸術文化センター風のホール

★エレーヌ・グリモー
ピアノ・リサイタル

★沼尻竜典＆ＴＭＰ28
ベートーヴェン：第九交響曲

三鷹市公会堂

★野村万作　茂山千作
「東西狂言の会」

★新春初笑い寄席
「春風亭小朝独演会」

広報

地
域
で
進
め
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小
学
生
向
け
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座
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ブ
」

U

特
別
捜
査
官
が
指
導
者
と
な

り
、
犯
罪
の
事
例
や
イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
U

ル
と
マ
ナ

U

、
自
己
防
衛
や
危
機
管
理
の

方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。ま
た
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
警
察
関

係
者
や
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
民

代
表
な
ど
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

り
、
フ
ロ
ア
か
ら
生
徒
た
ち
も

参
加
し
ま
す
。

▽
10
月
25
日
–
午
後
１
時
30
分

か
ら
、第
三
中
学
校
体
育
館
で
。

▼
当
日
、直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

∞
三
中
ò
44
―
６
１
８
１

Ｉ
Ｔ
社
会
の
進
展
の
中
で
多

様
化
・
低
年
齢
化
し
て
い
る
ハ

イ
テ
ク
犯
罪
は
、
中
学
生
に
と

っ
て
も
無
縁
の
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
現
状
を
理
解
し
、

情
報
モ
ラ
ル
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
東
京
都
教
育
委

員
会
と
警
視
庁
の
主
催
で
、
公

開
授
業
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、

第
三
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
公
開
授
業

で
は
、
同
校
教
員
と
警
視
庁
ハ

イ
テ
ク
犯
罪
対
策
総
合
セ
ン
タ

10
月
１
日
の
都
民
の
日
、
高

山
小
学
校
で
マ
イ
ナ
ス
162
度
の

超
低
温
の
世
界
を
実
際
に
体
験

す
る
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た（
写
真
）。

こ
れ
は
、
東

京
ガ
ス
の
出
前

授
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
約
30
人
の
子
ど
も
た
ち

が
参
加
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天

然
ガ
ス
）
に
つ
い
て
、
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
石
油
と

比
べ
て
少
な
い
こ
と
、
燃
や

す
だ
け
で
な
く
冷
熱
エ
ネ
ル

ギ
U

と
し
て
使
う
こ
と
も
で

き
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ

10
月
か
ら
の
土
・

日
曜
日
、
市
内
の
７

つ
の
小
学
校
（
一

小
・
二
小
・
三
小
・

四
小
・
六
小
・
高
山

小
・
北
野
小
）
を
会

場
に
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
英
語
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま

り
ま
し
た
。

「
み
た
か
ハ
ロ
U

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ク

ラ
ブ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

講
座
は
、
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
民

間
の
英
語
教
育
事
業
者
な
ど
に

よ
っ
て
９
月
に
設
置
さ
れ
た

「
三
鷹
市
地
域
子
ど
も
外
国
語

学
習
推
進
実
施
協
議
会
」
（
会

高
山
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

マ
イ
ナ
ス
162
度
の
不
思
議
な
世
界
を
体
験

三
中
で
公
開
授
業
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
と
情
報
教
育
」

10
月
25
日
開
催

長：

岡
田
行
雄
教
育
長
）
が
事

業
計
画
案
を
作
成
し
、
文
部
科

学
省
の
委
託
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
度
、
都

内
で
６
自
治
体
、
多
摩
地
区
で

は
三
鷹
市
の
み
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

10月12日　二小で

土
・
日
曜
日
の
ひ
と
と
き
、
歌

や
ゲ
U

ム
を
取
り
入
れ
た
楽
し

い
英
会
話
と
、
外
国
の
生
活
習

慣
や
文
化
を
学
ん
で
い
ま
す
。

７
人
の
講
師
は
オ
U

ス
ト
ラ

リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
U

ジ
U

ラ
ン
ド
出
身
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
U

カ
U

。
全
10

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
英

語
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
初

と
ま
ど
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
今
で
は
す
っ
か
り
先
生
た
ち

後
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
代
わ
り
に
液
化

窒
素
を
使
っ
て
実
験
。
子
ど
も

た
ち
は
、
革
の
手
袋
を
は
め
て

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
操
作
を
行

い
、
超
低
温
の
水
槽
の
中
で
カ

実
際
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
実
行
委
員
会
な
ど
の
地
域

の
み
な
さ
ん
。
対
象
は
小
学
３

〜
６
年
生
（
学
校
に
よ
っ
て
、

３
・
４
年
生
ま
た
は
５
・
６
年

生
の
と
こ
ろ
も
）
で
、
１
校
２

ク
ラ
ス
（
１
ク
ラ
ス
お
お
む
ね

20
人
）
の
子
ど
も
た
ち
が
、

今

Ê

と
仲
良
し
で
す
。

U

ネ
U

シ
ョ
ン
の
花
が
あ
っ
と

い
う
間
に
パ
リ
パ
リ
に
な
っ
た

り
、
ゴ
ム
ボ
U

ル
が
落
ち
て

粉
々
に
砕
け
た
り
す
る
不
思
議

な
世
界
に
驚
い
て
目
を
丸
く
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
市
内
最
古
と
思
わ

れ
る
航
空
写
真
２
枚
が
、
下
連
雀

一
丁
目
の
渡
辺
豊
さ
ん
宅
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
写
真
に
は
、
昭
和
３

〜
４
年
ご
ろ
の
井
の
頭
公
園
や
玉

川
上
水
お
よ
び
中
央
線
と
そ
の
周

辺
が
写
っ
て
い
ま
す
。
三
鷹
駅

（
昭
和
５
年
開
設
）
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。

戦
前
は
、
軍
事
目
的
以
外
に
航

空
写
真
が
撮
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、三
鷹
市
だ
け
で
な
く
、

多
摩
地
域
に
お
い
て
も
、
き
わ
め

て
貴
重
な
写
真
で
す
。

市
で
は
現
在
、
「
三
鷹
の
街
と

建
物
の
歴
史
調
査
」
を
下
連
雀
で

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
下
連
雀
の
地

主
・
渡
辺
万
助
さ
ん
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
先
進
的
な
住
宅
開
発
で
あ

る「
南
井
ノ
頭
田
園
住
宅
」（
大
正

13
年
竣
工
）（
※
）に
つ
い
て
の
調

査
中
に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
随
時
昔
の
写
真
を
収

集
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
写
真
集

み
た
か
の
昔
」
（
平
成
12
年
）
の

発
行
や
「
写
真
展
・
み
た
か
の
昔

と
今
〜
21
世
紀
に
伝
え
た
い
三
鷹

の
風
景
」
（
平
成
12
年
）
な
ど
を

通
し
て
、
昔
の
み
た
か
の
風
景
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
回
発
見
さ
れ
た
写
真
に
つ
い

て
は
、
写
真
パ
ネ
ル
を
作
成
し
、

10
月
27
日
À
か
ら
図
書
館
本
館
の

展
示
コ
U

ナ
U

で
公
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

※
南
井
ノ
頭
田
園
住
宅
　
関
東
大

震
災
後
、
下
連
雀
の
地
主
・
渡
辺
万

助
さ
ん
が
雑
木
林
を
切
り
拓
い
て
造

っ
た
約
４
万
平
方
㍍
の
住
宅
地
。
昭

和
初
期
に
は
洋
館
や
和
洋
折
衷
の
住

宅
な
ど
も
多
く
建
て
ら
れ
、文
化
人
、

軍
人
な
ど
が
移
り
住
ん
で
い
た
。

10月27日Àから図書館本館２階の展示コーナー

の資料が替わります。今回は書籍以外に、このたび

発見された昭和３・４年ごろ撮影の航空写真をはじ

めとする写真、古文書、地図など10点余りが展示

されます。どれも初公開であり、貴重な郷土資料で

す。ぜひ一度ご覧ください。

≥三鷹図書館ò43―9151

図書館の展示コーナーの
資料が新しくなります

市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見市内最古の航空写真を発見

�
明
治
時
代
の
下
連
雀
の
土
地
利
用
図

旧石器・縄文時代の先人たちの生活や

江戸時代の新田開発、御鷹場をはじめと

して、明治22年三鷹村が誕生してから、

町制を経て、昭和25年に市制が施行さ

れ現在に至るまでの三鷹の歴史を学ぶ郷

土史の入門講座です。

ë10月27日À午後２時～４時、三鷹図

書館本館で。講師は元三鷹市史編纂担当

の相原悦夫さん。

�10月22日Õから、三鷹図書館本館ò

43―9151へ申し込む。先着50人。

■郷土資料展講座

「三鷹の歴史を知ることが

まちづくりへの第一歩」

現在、三鷹駅のあるところ

井の頭公園

中央線

玉
川
上
水

南
井
ノ
頭
田
園
住
宅


